
格
差
社
会
の
象
徴
と
な
っ
た
区
の
イ

メ
ー
ジ
回
復
を
ど
う
図
る
の
か

【
問
】
区
が
文
芸
春
秋
に
よ
っ
て
格

差
社
会
の
象
徴
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

記
事
に
対
す
る
反
論
と
し
て
区
の
見

解
を
示
し
た
が
、
そ
の
後
も
マ
ス
コ

ミ
で
度
々
下
層
社
会
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
今
後
イ
メ
ー

ジ
の
回
復
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
政
策
経
営
】
平
成
　
年
第
　
回
定

例
会
の
区
長
挨
拶
で
「
理
不
尽
で
不

当
だ
」
と
反
論
し
、
複
数
の
報
道
機

関
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
よ
く
反
論

し
て
く
れ
た
。
」
と
い
う
読
者
の
声

も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
も
、
誤

解
を
招
く
よ
う
な
報
道
や
記
事
に
は

毅
然
と
し
た
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

　
区
は
、
現
在
　
つ
の
新
線
の
開
通

等
に
よ
り
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京

芸
術
大
学
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、
シ

ア
タ
ー
　
　
　
　
、
あ
だ
ち
産
業
芸

術
プ
ラ
ザ
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

「
文
化
産
業
・
芸
術
新
都
心
構
想
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
、
区
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

格
差
が
固
定
し
な
い
た
め
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
に
は
チ
ャ
ン
ス
を

【
問
】
　
格
差
が
固
定
し
な
い
よ
う

に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
に
は
、
何

回
も
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
や
都
の
役
割
を
超
え
て

区
と
し
て
も
支
援
策
を
考
え
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
　
子
ど
も
達
に
教
育
の
面

で
の
支
援
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

家
庭
に
資
力
は
な
い
が
や
る
気
の
あ

る
子
ど
も
達
に
、
花
畑
中
で
実
施
し

た
よ
う
な
大
手
予
備
校
を
活
用
し
た

支
援
も
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
起
業
家
支
援
塾
、
創

業
支
援
施
設
の
活
用
等
、
創
業
の
各

段
階
に
対
応
し
た
多
彩
か
つ
ト
ー
タ

ル
な
支
援
と
、
中
小
企
業
相
談
員
に

よ
る
支
援
や
融
資
の
斡
旋
等
の
創
業
・

改
業
支
援
を
進
め
る
。

【
教
育
次
長
】
予
備
校
を
活
用
し
た

中
学
生
補
習
講
座
は
、
子
ど
も
達
の

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
向
上
と

学
習
習
慣
の
定
着
を
目
的
と
し
て
お

り
、
今
後
も
拡
充
し
て
い
く
。

公
共
施
設
等
の
外
部
化
で
安
全
性
の

確
保
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

【
問
】
ふ
じ
み
野
市
の
プ
ー
ル
事
故

の
よ
う
に
、
施
設
の
管
理
・
運
営
の

外
部
化
に
よ
り
経
費
の
削
減
は
で
き

て
も
、
安
全
面
が
保
障
さ
れ
な
い
よ

う
で
は
い
け
な
い
。
今
後
、
外
部
化

が
増
え
る
が
、
そ
の
際
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
耐
震
偽
造
で
の
民
間
確
認
機
関
の

問
題
も
同
じ
で
あ
り
、
第
三
者
が
チ

ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら
れ

な
い
か
。

【
政
策
経
営
】
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民

間
事
業
者
に
委
ね
る
場
合
は
、
災
害

時
や
不
測
の
事
態
等
に
お
け
る
適
切

な
処
置
、
責
任
分
担
の
明
確
化
、
再

委
託
の
禁
止
な
ど
、
安
全
対
策
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
年
　
月
施
行
の
「
競
争
の
導
入

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関

す
る
法
律
」
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

と
業
務
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め

の
措
置
や
、
合
議
制
機
関
に
よ
る
監

視
の
実
施
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
当
区
も
、
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
業
務
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
か
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
整

え
て
い
く
。

都
の
交
番
統
廃
合
計
画
で
区
内
の
交

番
は
ど
う
な
る
の
か

【
問
】
当
区
で
は
、
当
初
３
交
番
が

廃
止
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
た
。
そ
の

後
見
直
さ
れ
、
２
交
番
が
防
犯
活
動

拠
点
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
危
機
管
理
】
警
視
庁
管
理
の
安
全

連
絡
所
と
し
て
警
視
庁
　
　
を
活
用

す
る
方
向
で
検
討
中
で
あ
り
、
町
会
・

自
治
会
と
の
調
整
も
踏
ま
え
た
上
で

の
方
向
性
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

認
可
外
保
育
園
の
保
護
者
負
担
の
軽

減
と
保
育
園
の
公
私
格
差
の
是
正
を

【
問
】
認
可
保
育
園
に
集
中
す
る
の

は
、
認
証
保
育
所
等
の
費
用
が
割
高

だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
保
護
者
の
負

担
軽
減
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
ま
た
、
公
立
保
育
園
の
民
営
化
が

進
む
現
在
、
公
私
格
差
の
是
正
も
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
併
せ
て
、
保
育
マ
マ
制
度
を
充
実

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
子
育
て
】
平
成
　
年
度
に
、
認
証

保
育
所
等
の
利
用
者
助
成
制
度
を
発

足
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
園
の
民
営
化
を

推
進
す
る
上
で
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
産
休
明
け
保
育
実
施
園
へ
の
非
常

勤
職
員
の
増
配
置
を
、
平
成
　
年
度

を
目
途
に
準
備
し
て
い
る
。

　
保
育
マ
マ
は
、
平
成
　
年
度
ま
で

に
　
名
に
増
員
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
近
隣
の
認
可
保
育
園
と
の

交
流
等
の
実
施
や
、
「
家
庭
福
祉
員

代
替
保
育
制
度
」
の
整
備
を
行
っ
た
。

足
立
洪
生
病
院
小
児
科
の
夜
間
診
療

を
実
現
す
る
よ
う
努
力
せ
よ

【
問
】
西
新
井
駅
西
口
地
区
に
開
設

す
る
足
立
洪
生
病
院
小
児
科
の
夜
間

診
療
の
実
現
見
通
し
は
ど
う
か
。

【
衛
生
】
移
転
に
先
立
ち
、
本
年
　

月
よ
り
現
在
地
で
週
　
回
非
常
勤
に

よ
る
小
児
科
を
開
設
し
た
。
移
転
後

は
、
平
日
午
前
　
時
か
ら
午
後
　
時

ま
で
小
児
診
療
を
実
施
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
北
千
住
か
ら

新
田
地
域
へ
の
延
伸
を
支
援
す
べ
き

【
問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
る

か
ぜ
」
の
新
規
路
線
実
現
の
課
題
は

何
か
。

�

ま
た
、
北
千
住
駅
か
ら
新
田
地
域

へ
の
延
伸
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
土
木
】
新
規
路
線
運
行
の
課
題
は
、

採
算
に
見
合
う
需
要
予
測
と
運
行
経

路
の
走
行
性
・
安
全
性
で
あ
る
。

�

ま
た
、
新
田
地
域
は
、
都
営
バ
ス

が
運
行
し
て
お
り
、
既
存
バ
ス
路
線

を
補
完
す
る
た
め
の
「
は
る
か
ぜ
」

と
し
て
は
、
延
伸
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。

私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
補
助
金
を
拡

大
す
べ
き

【
問
】
当
区
は
、
私
立
幼
稚
園
の
入

園
料
補
助
金
は
　
万
円
で
あ
る
が
、

来
年
度
予
算
で
　
万
円
程
度
と
す
る

考
え
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
近
い
将

来
に
は
葛
飾
区
と
同
額
の
　
万
円
程

度
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
区
内
に
あ
る
私
立
幼
稚

園
入
園
料
の
平
均
は
　
万
円
弱
で
あ

り
、
私
立
幼
稚
園
児
家
庭
の
経
済
的

負
担
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
区
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
増
額
す

る
予
定
で
あ
る
。

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い

【
問
】
今
、
各
地
で
「
子
ど
も
の
権

利
条
例
」
制
定
の
動
き
が
あ
る
。
人

権
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
、
義
務
を
軽

視
す
る
よ
う
な
条
例
は
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
事
業
】
各
地
の
条
例
の
内
容

は
、
子
ど
も
に
「
社
会
の
ル
ー
ル
を

守
る
義
務
」
等
を
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
が
、
区
は
現
在
、
条
例

を
検
討
す
る
予
定
は
な
い
。

国
旗
を
朝
揚
げ
て
夕
方
降
ろ
す
学
校

を
褒
め
、
生
徒
を
表
彰
す
べ
き
だ

【
問
】
大
半
の
学
校
は
、
国
旗
を
日

曜
日
や
雨
の
日
も
掲
げ
た
ま
ま
で
あ

る
。
生
徒
が
国
旗
を
朝
揚
げ
て
夕
方

降
ろ
す
学
校
は
、
生
徒
が
大
き
な
思

い
出
と
誇
り
を
持
っ
て
学
校
を
巣
立

っ
て
い
く
。
そ
の
学
校
を
褒
め
、
生

徒
を
表
彰
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
次
長
】
平
常
時
の
国
旗
の
掲

揚
は
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
は
な

い
が
、
毎
日
の
掲
揚
と
降
納
、
雨
天

時
は
掲
揚
し
な
い
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
そ
の
指
示
に
よ
り
難
い
場
合
は
、

国
旗
を
掲
揚
し
て
お
く
こ
と
も
や
む

を
得
な
い
が
、
可
能
な
限
り
、
毎
日

行
う
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
毎
日
行
っ
て
い
る
学
校
や
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代
表
・
一
般
質
問

　
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
各

会
派
を
代
表
す
る
　
名
の
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
、
区
政
執
行
に
当
た
る

区
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。

衛生部長、環境＝環境部長、土木＝土木部長、都市整備＝都市整備部長、市街地＝市街地整備・立体化推進室長、建築＝建築担当部長、教育次長＝教育委員会事務局次長、教育指導＝教育指導室長、教育事業＝教育事業担当部長


